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第１１回伊那地域定住自立圏共生ビジョン協議会 会議録 

開 催 日 令和２年１０月１４日（水） 

開 催 時 間 開 会 午後１時３０分 閉 会 午後２時３０分 

開 催 場 所 市役所 多目的ホール 

委員出席者 

伊那市区長会               坂井 邦次 

箕輪町区長会               北原 敏道 

南箕輪村区長会              越後 幸益 

伊那中央行政組合             宮原 文彰 

伊那市社会福祉協議会           矢澤 秀樹 

伊那商工会議所              小林 旬子 

箕輪町商工会               向山  淳 

南箕輪村商工会              中川 博夫 

上伊那農業協同組合            小池 良夫 

上伊那森林組合              原 武志 

伊那バス（株）              福澤 信義 

ジェイアールバス関東（株）中央道支店   宮本 昭一 

長野県宅地建物取引業協会 南信支部    大村 裕一 

伊那市観光協会              伊藤 隆博 

伊那市保育園保護者連合会         西村 深雪 

上伊那ＰＴＡ連合会            酒井 裕司 

信州大学                 鈴木 純 

欠席者 

（有）白川タクシー            白川 光朗 

NPO法人子ども・若者サポート はみんぐ  戸枝 智子 

公募                  竹口 美咲 

委員以外の 

出席者 
上伊那地域振興局企画振興課長       下條 伸彦 

出 席 し た 

事務局職員 

伊那市企画部長              飯島 智 

伊那市企画部地域創造課長         白鳥 英一 

箕輪町企画振興課長            毛利 岳夫 

南箕輪村地域づくり推進課長        田中 俊彦 

伊那市企画部企画政策課長         重盛 巧 

伊那市保健福祉部子育て支援課長      網野 喜彦 

伊那市総務部総務課長           飯島 伸一 

伊那市福祉部福祉相談課相談支援係     木ノ嶋 志津子 

伊那市企画部地域創造課人口増推進係長     田中 久 

伊那市企画部地域創造課人口増推進係     伊藤 貴 

箕輪町企画振興課まちづくり政策係長    小笠原 岳大 

南箕輪村地域づくり推進課企画係長     山口 弘一郎 
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議  事 （１） 第２期共生ビジョンへの掲載事業について     

（２） 第２期共生ビジョン（案）について        

（３） 第２期共生ビジョン 工程について        

（４） その他 

配布資料 資料１  伊那地域定住自立圏構想について 

資料２  第 2期伊那地域定住自立圏共生ビジョンにおける連携事業について 

資料３  第 2期伊那地域定住自立圏共生ビジョン 原案 

資料４  第 2期共生ビジョン策定工程表 

１ 開会 

２ 委嘱書交付  

（机上配布） 

３ あいさつ（副市長） 

伊那地域定住自立圏については、伊那市、箕輪町、南箕輪村の３市町村が相互に役割分担と

連携協力を図りながら、平成 28 年８月に策定した共生ビジョンに基づき、これまで圏域の物

件情報をまとめて発信する「空き家バンク」ホームページの構築や伊那中央病院に「病児・病

後児保育施設」の新設、さらに圏域内を縦断する路線バスの試験運行など、政策分野ごとに各

種事業に取り組み、圏域全体の必要な生活機能の確保ならびに地方圏における定住の受け皿の

形成を推進してきた。 

今年度が第 1期の共生ビジョンの最終年にあたり、さらに取組に関する基本目標や業績評価

指標（ＫＰＩ）の達成に向け、より実効性のある施策や事業に取り組んでいく必要がある。 

来年度以降の第 2期共生ビジョンの策定に向け、委員に皆様からは各種団体としての意見や

3市町村にお住いの住民としてのご意見をいただきたい。 

４ 自己紹介 

（各委員、アドバイザー、事務局より自己紹介） 

５ 正副会長の選出 

以下のとおり承認。 

会長：伊那市区長会 坂井 邦次 氏 

副会長：箕輪町区長会 北原 敏道 氏、南箕輪村区長会 越後 幸益 氏 

６ 会議事項（進行：坂井会長） 

（１）第２期共生ビジョンへの掲載事業について 

会 長： 事務局から説明をお願いする。 

事務局： （資料１、２により説明） 

会 長： 説明内容について、御意見、御質問等はあるか。 

委 員： 新規に提案いただいた在宅医療・介護連携事業についてはぜひ推進いただきたい。実

際、ケアマネージャーの業務を行う中で、基本的にペーパーレスになっていない。記

録を紙に書く作業が膨大になっているため、利用者や家族と向き合う時間がかなり圧

迫されている。医療や介護事業者などと連携が取れれば、ペーパーレスにつながり、

利用者と向き合う時間を作ることにつながるのではないか。 

また、医療機関や介護事業所は市町村内だけで完結するわけではないので、ぜひ進め

ていただきたい。 
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事務局： 医療機関とケアマネージャーなどと一緒に活用できる ICTを検討しているため、負担

軽減ができるようにしたい。ただ、システムを入れることで忙しくなるようなことが

無いようにしたい。 

委 員： 地域公共交通について、ICT よる運用を進めているが、ICT の利用は高齢者にとって

難しい。これについてはどのように考えているか。 

事務局： ICTの利用の際は少しでも使いやすいように、普段から使っているケーブルテレビを

使って予約できるようなシステムを構築するなど、高齢者に配慮した事業を検討して

いる。また、使い方についても周知する機会を設けて事業を推進したい。 

委 員： ゆうあいマーケットの事業の中でセットトップボックスの設置補助を行っているが、

ケーブルテレビの加入への補助はあるのか。 

事務局： 中心市での事業として、設置補助を行っている状況。加入費は伊那ケーブルテレビが

割引を行っている。今後地域の拡大については、より加入しやすいし環境を整えたい

と考えている。 

委 員： 在宅医療・介護連携については、伊那中央病院としても、地域医療支援病院として連

携を進める必要があると考えている。また、ICT化については医療の連携においても

連携できているところとできていないところがある。伊那中央病院としても協力でき

るところを進めたい。 

事務局： 今回記載した事業については、この場で可否を決定するものではない。皆様からの意

見や各分野ごとの部会での協議により内容を修正したい。 

委 員： 地域公共交通においては内回り便等の路線バスがメインの事業になる。今後は地域公

共交通協議会の中で議論できれば良いと思う。地域公共交通を考えるうえで、誰でも

使えるものと利便性を高めるため対象者を限定する「ぐるっとタクシー」のようなも

のがある。そのバランスを考えて検討いただきたい。 

「ぐるっとタクシー」だと事前に登録をしなければならず、誰でもその場で乗れるも

のではない。地域性や特徴によるが、それぞれの地域にあった交通機関を利用できる

よう検討いただきたい。また、定住自立圏においても、中心市で進める事業で今後何

が適切か見極めながら協議していただければと思う。 

委 員： 新型コロナの関係による外出控えにより、公共交通の利用者がだいぶ減っている状況。

その中で、医療診療車が有効に活用できるのではないか。良い取組であると思う。公

共交通機関としても何か協力できればと考えている。 

 

（２） 第２期共生ビジョン（案）について 

 会 長： 事務局から説明をお願いする。 

事務局： （資料３により説明） 

会 長： 説明内容について、御意見、御質問等はあるか。 

委 員： 情報インフラの事業の取組はもっと幅広いものでできるのではないか。ケーブルテレ

ビ以外の取組についてはないのか。 

事務局： これまでの取組については、3市町村がケーブルテレビによる文字情報システムでの

放送を行っており、この機器の更新を行ったもの。ご指摘のとおり、情報インフラの

部分については様々な事業が想定される。今後はケーブルテレビだけではなく、事業
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が行えるか研究する。 

委 員： 空き家バンク事業を移住の取組で行っているが、空き家取得以降のリフォームの補助

や雇用の斡旋など、移住者が来ていただいた後の事業はどのようなものがあるのか。 

事務局： 紹介した後の補助等については実施している。それぞれの自治体で取り組んでいる。

定住自立圏では情報の発信を行っている。 

委 員： 伊那本線運行などの地域公共交通の運行を行っている。一方で、AI 最適運行の実証

実験については連携町村への横展開とある。今後はバスから AI 運行のタクシーによ

る運航に切り替わるのか、それとはまた別に運行を広げるのか。 

事務局： 行政区間縦断路線として伊那本線を運行し、AI 最適運行は伊那市が「ぐるっとタク

シー」として運行している。バスの良さ、AI タクシーの良さを考えながら検討する

形だが、今現在では伊那本線を AIタクシーに切り替える考えはない。 

 

（３） 第２期共生ビジョン 工程について 

 会 長： 事務局から説明をお願いする。 

事務局： （資料４により説明） 

会 長： 説明内容について、御意見、御質問等はあるか。 

委 員： 協議会での議論や各市町村での議論で内容を精査するということだが、次代を担うの

は若者である。制度的なものは協議会や市町村で議論するところだが、ぜひ若者の意

見の集約をしてみてはいかがか。 

事務局： 大切な意見。仕組みについては事務局で検討し、委員へ周知したい。 

委 員： 委員の立場として、次期ビジョンへの意見を伝えるのは今回が最後か。意見集約する

別の機会があるのか。 

事務局： 会議自体はこれが最後となる。個別にご意見いただきたい。 

委 員： 様式を設定し、意見集約するということか。 

事務局： 方法については事務局で検討し、委員あてに周知したい。 

 

（４）その他 

      特になし 

 

アドバイザー：本日いただいた意見については、今後のビジョン策定作業に生かしていただきたい。

また、意見のあった策定プロセスについてはいろいろなところから意見集約を行って

もらいたい。 個別の事業については、医療介護連携や地域公共交通など、県、国も

支援しているところ。地域の実情に応じたところで実施していただければと思う。 

事務局： 策定がタイトなスケジュールで実施をしていく予定。新しい事業についてはそれぞれ

の関係団体などからヒヤリングを行い、より良い内容としたい。また、委員からも素々

案の段階から意見をもらえるように設定したい。 

 

４ その他 

５ 閉 会   


